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注意事項

(1) 試験開始の合図があるまで， この問題冊子の中を見ないこと。

(2) 試験中に間題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱Tおよび解答用紙の汚れ等に

気付いた場合は，手を挙げて監督者に申し出ること。

(3) 解答は別に配付する解答用紙の該当欄に正しく記入すること。ただし，解答に関

係のない語旬・記号・落書き等は解答用紙に書かないこと。

(4) 解答用紙上部に印刷してある受験学部・学科コード，受験番号，氏名（カタカナ）

を確認し，氏名欄に氏名（漢字）を記入すること。もし，印刷に間違いがあった場合

は，手を挙げて監督者に申し出ること。

〔解答用紙記入例（選択式の場合）〕

例1. 〔語群〕が二桁で 〔11〕 大阪 〔12〕 佐賀 〔13〕 長崎 〔14〕 東京

とある場合

A B C 
問 16 I 17 18 ＇ 19 20 I 21 
X I :2 / : f/. ／：／ I • 

Aの解答が佐賀の場合一｝

R 

r 
Bの解答が東京の場合

Cの解答か大阪の場合

例2. 〔語群〕が一桁で (1〕大学 〔2〕 中学校 〔3〕高校 〔4〕小学校

とある場合

a b C 
問 51 52 53 

X ／ q.. :2 

aの解答が大学の場合 ］」
bの解答が小学校の場合

Cの解答が中学校の場合



⑱ 物 理
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〔I〕 図のように，鉛直上向きを正として y軸をとる。時刻 t= 0 

に，原点 0から質量 mの小球Aを鉛直上向きに速さ v。で投

げ上げると同時に， y=h。の位置から質贔 mの小球Bを自

由落下させた（初速度は 0)。A とBはその後 y= h1の位置

で衝突した。 t=Oから AとBが衝突するまでの運動につい

て，以下の間いの答えとして適当なものを対応する解答群の中

から 1つ選び，その番号を解答欄に記入せよ。ただし，重力加

速度の大きさを gとする。

(1) 時刻 tにおける Aの速度はいくらか。

(2) 時刻 tにおける Bの速度はいくらか。

(3) 時刻 tにおける Aのy座標はいくらか。

(4) 時刻 tにおける Bのy座標はいくらか。

(5) (3)と(4)より， AとBが衝突する時刻はいくらになるか。

(6) h1は， g, Vo, h。を用いるといくらになるか。

h。]B

h1―---―十衝突

〇J:

h。
A とBが衝突した高さ h1が であった。この場合について考える。

2 

(7) V。は， g, h。を用いるといくらになるか。

(8) 衝突直前の A の速度はいくらか。

(9) 衝突直前の AとBの力学的エネルギーの和はいくらか。ただし，原点 0の

高さを重力による位置エネルギーの基準とする。
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解答群

(1) 〔l〕ーv。-gt 〔2〕 vo-gt 
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〔II〕 図のように，抵抗値3.0Qの抵抗R1と抵抗 S1 

値2.0Qの抵抗R2, 電気容量3.0X 10-6 Fのコ

ンデンサー Cが，内部抵抗を無視できる起電

力10Vの電池，およびスイッチ S1, S2と接

続されている。はじめ S1は閉じられており，

ふは開いていて， Cに電荷は蓄えられていな

いものとする。以下の文中の［こニコ内に人

れるのに適当なものを解答群の中から 1つ選び，

その番号を解答欄に記人せよ。

はじめの状態では凡に［こここ]vの電圧
がかかっており， ［二こコ Aの電流が流れている。

叫亡二]wである。

ハ上
c

このとき， Rでの消費電

つぎにふを開き，ふを閉じて，ふたたびふを閉じる。 S1を閉じた直後に，

凡に~コAの電流が流れる。十分な時間が経過したのち， Cには
亡 Vの電圧がかかっており， 二JXlO―6cの電荷が蓄えられて
いる。このとき， Cに蓄えられた静電エネルギーは［こここ]X 10―6 Jである。

解答群

(11〕 1.0 〔12〕 1.5 〔13〕 2.0 〔14〕 2.5 〔15〕 3.0 

(16〕 4.0 〔17〕 5.0 〔18〕 6.0 〔19〕 8.0 〔20〕 9.0 

〔21〕 10 〔22〕 12 〔23〕 15 〔24〕 18 〔25〕 20 

〔26〕 27 〔27〕 48 〔28〕 54 (29〕 llO 〔30〕 160 
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⑲ 化 学
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〔I〕

問1 物質の性質の違いを利用して，混合物から目的の物質を分ける操作を分離

という。次の（ア）～（オ）の分離操作に用いられる方法として最もふさわし

いものを以下の (1)~(s) から一つずつ選び，番号で答えよ。なお， (1)

~(s) はそれぞれ一度しか選ぶことはできない。

（ア）
少量の硫酸銅(II)が混ざった硝酸カリウムから，硝酸カリウ

ムを分離する。

（イ） 砂とヨウ素の混合物から，溶媒を用いずにヨウ素を分離する。

（ウ） 石湘（原油）から，ガソリンや灯袖などを分離する。

（エ） すりつぶした大豆から，ヘキサンを使って大豆池を分離する。

（オ） 砂が混ざった塩化ナトリウム水溶液から，砂を分離する。

(1) 分留（液体の混合物を，沸点の差を利用して複数の物質に分離する

操作）

(2) ろ過（液体とそれに溶けない固体の混合物からろ紙などを用いて固

体を分離する操作）

(3) 抽出（分離したい物質が含まれる混合物に，その物質をよく溶かす

溶媒を加えて溶かし出し分離する操作）

(4) 再結晶（少量の不純物を含んだ結晶を適当な溶媒に溶かし，温度に

よる溶解度の変化を利用して，不純物を除いて純粋な結晶を得る操作）

(5) 昇華法（固体が直接気体になる性質を利用して物質を分離する操

作）
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問2 溶液中に溶質がどれぐらいの割合で溶けているかを示す量を濃度といい，

このうち溶液の質醤に対する溶質の質量の割合をパーセント（％）で表した濃

度を質量パーセント濃度という。また，溶液lL当たりに溶けている溶質の

鼠を物質最で表した濃度をモル濃度といい，単位には mol/Lを使う。以下

の問 (i)および (ii) に答えよ。

(i) 質贔パーセント濃度が20%の塩化ナトリウム水溶液を 120gつくる

ために必要な溶質と溶媒はそれぞれ何 gか答えよ。

(ii) モル濃度が1mol/Lの水酸化ナトリウム水溶液200mLをつくるた

めに必要な水酸化ナトリウムは何 gか答えよ。なお，原子鼠は H= 1.0, 

0 = 16, Na= 23を用いよ。
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〔II〕 次の反応 1~4 および状態変化について，以下の問 1~問3に答えよ。ここで

!::iHは，それぞれの反応あるいは状態変化に伴う 25℃, 1.013 x 105 Paにおける

エンタルピー変化最を表す。

（反応 1) C(黒鉛） +Oバ気) -—• COパ気）

1 
（反応2) Hパ気）＋ー0バ気）一➔ H20(液）

2 

fj,H = -394 kJ 

△ H=~286 kJ 

（反応3) CH4(気） + 202(気）ー→ COパ気） + 2Hり（液） !iH =~891 kJ 

（反応4) C(黒鉛） + H20(気）—―➔ CO(気） +Hパ気）

（状態変化） H心（液）一→ H心（気）

tiH = +131 kJ 

△ H = +44 kJ 

問 1 上記の反応 1~4 および状態変化の中で，熱を放出する反応あるいは状態

変化はいくつあるか。次の (1)~(6) から 1 つ選び，番号で答えよ。

つ

つ

1

5

 

）
、
＼
！
ノ

1

5

 

（

（

 

(2) 2つ (3) 3つ

(6) ひとつもない

(4) 4つ

問2 安定な単体の生成エンタルピーを 0kJ/molとしたとき，次の（ア）～（エ）

の化合物 1molの25℃,1.013 x 105 Paにおける生成エンタルピー(kJ/mol)

を求めよ。符号も正しく付けなさい。

（ア） 二酸化炭素（気体）

（ウ） 水（気休）

（イ） 水（液体）

（エ） 一酸化炭素（気体）
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問3 物質の変化と平衡に関する次の (1)~(4) の記述から正しいものを 1 つ

選び，番号で答えよ。

(1) 二酸化炭素と水からグルコースが生成する光合成は，発熱反応である。

(2) 一次電池であるマンガン電池とアルカリマンガン電池では，電極活物

質は同じであるが，電解質が異なる。

(3) 一次反応の反応速度は反応速度定数と原料濃度の積に比例するため，

原料濃度は常に一定速度で減少する。

(4) 鉄の表面をスズの薄膜で被覆したものをトタン，亜鉛で被覆したもの

をブリキという。
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〔m〕Ag□ Na+, Ca2+, Cd2+, Zn2+, AI3十の6種類の金属イオンを含む水溶液に
対して，次の操作①～⑥を順番におこなった。以下の問 1~問3に答えよ。

① 6種類の金属イオンを含む水溶液に，適量の希塩酸を加えると， Ag十が反

応し，沈殿Dこコが生じた。
② 操作①で生じた沈殿をろ過によって分離後，ろ液に硫化水素Hふを通じる

と， C杞が反応し，沈殿［こここlが生じた。
③ 操作②で生じた沈殿をろ過によって分離後，ろ液を煮沸し，希硝酸を加えた

後，多鼠のアンモニア水を加えて塩基性にすると，沈殿［こここ］が生じた。

④ 操作③で生じた沈殿をろ過によって分離後ろ液に硫化水素Hふを通じる

と，沈殿［ここコが生じた。

⑤ 操作④で生じた沈殿をろ過によって分離後，ろ液に炭酸アンモニウム

(NH山co3を加えると，沈殿［ここコが生じた。

⑥ 操作⑤で生じた沈殿をろ過によって分離後，ろ液に含まれるイオン

仁はいかなる試薬とも沈殿を作らないため＇ ［こここ］反応で黄色で

あることを確認した。

問1 沈殿［コこ］～［ここコの化学式およびイオン［こここ］のイオン式

を解答欄に答えよ。

問2 沈殿［ここコ~[三コのそれぞれの色を次の (1)~(6) から選び，
番号で答えよ。ただし同じ番号を複数回用いてもよい。

(1) 白色

(4) 緑色

(2) 黒色

(5) 青色
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(3) 黄色

(6) 赤褐色



問3 [ココに当てはまる最適な語句を解答欄に答えよ。
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〔w〕 次の表に示す有機化合物について，以下の問 1~問3に答えよ。

化合物 構造式 官能基

アセトアルデヒド （ア） アルデヒド基

CH3-C-CH3 
アセトン II ケトン基

゜
エタノール CH3-CH2-0H (A) 

CH3-C-OH 
酢酸 II (B) 

゜
酢酸エチル （イ） エステル結合

ジエチルエーテル （ウ） エーテル結合

問 1 空欄（ア）～（ウ）の構造式について適切なものを次の (1)~(6) から選

び，番号で答えよ。

(1) CH3-C-H (2) CH3-CH-OH 
II I 

゜
CH3 

(3) CH3-CH2-0-CH2-CH3 (4) CH3-C-O-CH3 

II 

゜
(5) CH3-C-O-CH2-CH3 (6) CH3-C-0-C-CH3 

II II II 

゜ ゜゜
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問2 空欄 (A)~(B) の官能基の名称について適切なものを次の (1)~(6)

から選び，番号で答えよ。

(1) アルデヒド基

(4) カルボキシ基

(2) エステル結合

(5) ケトン基

(3) エーテル結合

(6) ヒドロキシ基

問3 有機化合物の性質に関する次の (1)~(4) の記述から適切なものを 1 つ

選び，番号で答えよ。

(1) エチレンに水が付加すると，アセトアルデヒドが生成する。

(2) アセチレンに水が付加すると，エタノールが生成する。

(3) アセトンとジエチルエーテルは， どちらも水によく溶ける。

(4) 酢酸エチルを加水分解すると，エタノールと酢酸が生成する。
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